
令 和 ７ 年 度 第 ６ 回 分 科 会

令和７年11月28日（金） 13：30～15：00
（14:40頃～対面参加者のみの意見交換）
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東京都
省エネ・再エネ住宅推進プラットフォーム

2

第６回分科会 住宅の省エネ・再エネ化の取組事例について

１．団体の活動紹介
(1) (一社)日本住宅リフォーム産業協会
(2) (一社)マンションリフォーム推進協議会

２．省エネ・再エネに係る取組事例紹介
東京都
(1)戸建住宅省エネ・再エネリフォームガイド（住宅政策本部計画課）
(2)再エネを活かしたとどまるマンション（住宅政策本部マンション課）

団体
(3)地中熱を利用したマンション供給（地中熱利用促進協会）
(4)マンションの内断熱（リノベーション協議会）
(5)耐震改修と断熱改修を同時に行える工法（発泡プラスチック建築技術協会）

（対面参加者のみ）

３．取組事例等の共有に関する意見交換
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令和7年度第6回分科会

１．団体の活動紹介
(1) (一社)日本住宅リフォーム産業協会
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１．(1)一般社団法人日本住宅リフォーム産業協会（JERCO）
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住宅の省エネ・再エネ化の

取組み事例

１．(1)一般社団法人日本住宅リフォーム産業協会（JERCO）
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１．(1)一般社団法人日本住宅リフォーム産業協会（JERCO）

ジェルコの断熱の取組
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１．(1)一般社団法人日本住宅リフォーム産業協会（JERCO）
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１．(1)一般社団法人日本住宅リフォーム産業協会（JERCO）
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１．(1)一般社団法人日本住宅リフォーム産業協会（JERCO）
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１．(1)一般社団法人日本住宅リフォーム産業協会（JERCO）
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１．(1)一般社団法人日本住宅リフォーム産業協会（JERCO）
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１．(1)一般社団法人日本住宅リフォーム産業協会（JERCO）
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１．(1)一般社団法人日本住宅リフォーム産業協会（JERCO）
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１．(1)一般社団法人日本住宅リフォーム産業協会（JERCO）
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１．(1)一般社団法人日本住宅リフォーム産業協会（JERCO）
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１．(1)一般社団法人日本住宅リフォーム産業協会（JERCO）
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１．(1)一般社団法人日本住宅リフォーム産業協会（JERCO）
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ターゲット 30代～40代（新築一次取得者層）

特 徴 新築か中古か迷っている層

価 格 2,000万円超

メリット 室内の温度差がなく、安心・安全

１．(1)一般社団法人日本住宅リフォーム産業協会（JERCO）
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１．(1)一般社団法人日本住宅リフォーム産業協会（JERCO）
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１．(1)一般社団法人日本住宅リフォーム産業協会（JERCO）



21

１．(1)一般社団法人日本住宅リフォーム産業協会（JERCO）
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１．(1)一般社団法人日本住宅リフォーム産業協会（JERCO）
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１．(1)一般社団法人日本住宅リフォーム産業協会（JERCO）
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ターゲット 60代～、１～２人暮らし

特 徴 フル断熱だと金額的に無理

価 格 1,000万円超

メリット 使う部屋だけの断熱なのでフル断熱よ
り金額を抑えられる

１．(1)一般社団法人日本住宅リフォーム産業協会（JERCO）
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１．(1)一般社団法人日本住宅リフォーム産業協会（JERCO）
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１．(1)一般社団法人日本住宅リフォーム産業協会（JERCO）
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１．(1)一般社団法人日本住宅リフォーム産業協会（JERCO）
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１．(1)一般社団法人日本住宅リフォーム産業協会（JERCO）
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１．(1)一般社団法人日本住宅リフォーム産業協会（JERCO）
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１．(1)一般社団法人日本住宅リフォーム産業協会（JERCO）
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１．(1)一般社団法人日本住宅リフォーム産業協会（JERCO）



32

１．(1)一般社団法人日本住宅リフォーム産業協会（JERCO）
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１．(1)一般社団法人日本住宅リフォーム産業協会（JERCO）
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１．(1)一般社団法人日本住宅リフォーム産業協会（JERCO）
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１．(1)一般社団法人日本住宅リフォーム産業協会（JERCO）
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１．(1)一般社団法人日本住宅リフォーム産業協会（JERCO）
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１．(1)一般社団法人日本住宅リフォーム産業協会（JERCO）
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１．(1)一般社団法人日本住宅リフォーム産業協会（JERCO）
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１．(1)一般社団法人日本住宅リフォーム産業協会（JERCO）
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１．(1)一般社団法人日本住宅リフォーム産業協会（JERCO）
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ターゲット 生活弱者（独居老人）

特 徴 リフォームできず我慢している

価 格 数10万円

メリット 補助金を活用して圧倒的低価格

１．(1)一般社団法人日本住宅リフォーム産業協会（JERCO）
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令和7年度第6回分科会

１．団体の活動紹介
(2) （一社）マンションリフォーム推進協議会
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１．（２）一社）マンションリフォーム推進協議会

一社）マンションリフォーム推進協議会について

1．協議会の設立
マンションリフォームの需要が拡大し、将来はさらに伸びる予想の中において、

①戸建て住宅とは異なるマンション固有の課題への取り組み
②リフォーム業界の体制の整備と充実を図ること

この2つの施策の必要性が関係者に痛感され、これらを推進を図るため、
平成4年4月、国土交通省住宅局と（公財）住宅リフォーム・紛争支援センター
のご支援をいただき設立。

2．協議会の目的
本協議会は、マンションリフォームに関する「技術的な諸問題」、「業界体制
の諸問題」及び「法制度の諸問題」等について研究協議するとともに、その解
決策を総合的に推進し、「良質かつ適切なマンションリフォームの促進」及び
「関連業界の健全な発展」を図り、もって国民の生活水準の向上と良質な住宅
ストックの形成に寄与することを目的とする。

3．会員構成及び協議会組織
現在の会員構成業種は、リフォーム会社、ハウスメーカー、ゼネコン、デベ
ロッパー、設計事務所、マンション管理会社、住宅流通会社、住宅設備機器
メーカー等、マンションリフォームに関わる業種全体に及んでいます。

2025年11月1日現在 会員企業数 １０２社
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１．（２）一社）マンションリフォーム推進協議会

4．活動について
◆ 情報の提供

【ホームページ等による情報告知】
一般消費者向け・管理組合向け・管理組合理事向けセミナー・会員企業紹介
（消費者） 事例紹介・イベント紹介・管理組合セミナー等の紹介
（会員企業）毎月1回の関連情報の発信、WEBセミナーなどの情報共有

◆ 一般消費者や管理組合への啓蒙活動：優良会員企業によるリフォーム及び管理組合への支援
【専有部分・一般消費者関連】

専有部分リフォーム実例集・リフォーム基礎知識・マンションリフォームガイド1980年代編
【共用部分・管理組合関連】

マンション改修読本
R＆R建築再生展（後述）
誰でもわかるマンション改修セミナー（後述）
「あなたのマンションを100年先へ」マンション改修オンラインセミナー2024（WEB）

◆ 人材の育成活動
【マンションリフォームマネジャー資格試験対策講座】
【技術関連・人材育成セミナー】マンションリフォーム現地調査マニュアル・施工技術講座

◆ 調査及び研究活動
【マンションリフォーム市場将来需要推計】⇒5年後10年後のリフォーム市場規模を予測
【マンション専有部分施工マニュアル】
【マンション管理組合セミナー】 （後述） 今年度実施の断熱セミナーについて
【建築再生展】（後述）ポジショニングマップの利用による性能向上改修工事について
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１．（２）一社）マンションリフォーム推進協議会

7月開催：誰でもわかるマンション改修セミナー（断熱）

2025年7月5日開催 参加者20名参加
サッシ改修・外断熱改修・防水時の断熱改修
をテーマに実施
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１．（２）一社）マンションリフォーム推進協議会

建築再生展について
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１．（２）一社）マンションリフォーム推進協議会

特別セミナー会場

REPCO主催
誰でもわかるマンション改修
セミナー会場（次ページ掲載）
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１．（２）一社）マンションリフォーム推進協議会

省エネ関連テーマ
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１．（２）一社）マンションリフォーム推進協議会

昨年のセミナーは、以下のWEBで確認できます。
https://repco.gr.jp/event/repco/node1676

2024年のセミナーの様子

WEBセミナーの様子

省エネ関連テーマ

https://repco.gr.jp/event/repco/node1676
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１．（２）一社）マンションリフォーム推進協議会

出版書籍等のご案内 WEB版のご紹介
マンションリフォーム専有部分施工マニュアル

マンションリフォームの施工マニュアルになります。

令和3年度
「マンションリフォーム市場将来需要推計」

今年度調査中 5年後と10年後の市場規模を推察

2020年度「マンションリフォーム工事調査」
今年度調査中 来年2025年度版発刊予定

平成26年度マンション専有部分に係る管理規約・
細則に関する基礎調査

リフォーム細則などの修繕ルールの分析

マンションリフォームの推進に係る基礎調査
マンションリフォームに関するユーザー調査など

マンション改修読本（テツ・アド出版）
マンションを１００年先まで優良な住宅ストックとして住み
継がれるための一冊

【REPCOホームページ】
1980年代のマンションリフォームガイド

マンションを供給時期別のハードとソフトと法令などを分析
しわかりやすい形の実用マニュアル

https://repco.gr.jp/event/repco/node1690

【住宅金融支援機構のホームページ】
・マンション情報BOX2024秋冬号
（共用部分編）
「経年マンションの性能向上改修に向けてその１」
経年マンションを分譲時期別に分析、改修の指標化の提案

https://www.jhf.go.jp/files/a/public/jhf/400372121.pdf

・マンション情報BOX2025春夏号
（専有部分編）
「経年マンションの性能向上改修に向けてその２」
経年マンションを分譲時期別に分析、改修の指標化の提案

https://www.jhf.go.jp/files/a/public/jhf/400374100.pdf
※2025年12月5日以降上記のサイトは、変更の可能性があります。

https://repco.gr.jp/event/repco/node1690
https://www.jhf.go.jp/files/a/public/jhf/400372121.pdf
https://www.jhf.go.jp/files/a/public/jhf/400374100.pdf
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令和7年度第6回分科会

２．省エネ・再エネに係る取組事例紹介
(1) 戸建住宅省エネ・再エネリフォームガイド

東京都住宅政策本部計画課



都民向けの戸建住宅の省エネ・再エネリフォームガイドブックを作成

広く都民に対して公表することで、既存住宅の省エネルギー化を促進

戸建住宅省エネ等リフォームアドバイザー派遣（令和６年８月開始）の説明用資料としても活用

◆本編◆

・ニーズに合わせて選べる改修方法の紹介

・改修事例紹介

（窓改修、部分改修、耐震改修同時施工、太陽発電搭載）

・お住まいの省エネ等の状況を把握するセルフチェックシート

・リフォームに取り組む際の情報収集や相談先などを案内

◆別冊 補助金ガイド（2025年度版)◆

・リフォームに活用できる補助金を施工箇所・機器別に紹介

・都の補助だけでなく、国や区市町村の補助も紹介

本編 別冊

２(1) 戸建住宅省エネ･再エネリフォームガイド（住宅政策本部）



２(1) 戸建住宅省エネ･再エネリフォームガイド（住宅政策本部）

本編（抜粋） 別冊（抜粋）

気になる部分や費用等に応じた改修方法を提案 事例紹介（内窓等：工事費、活用補助） 東京都だけでなく、国の補助も紹介



11月27日（木） プレス

（データダウンロード）

区市町村やプラットフォーム団体等を

通じてチラシにて周知

本編、別冊、チラシはこちらからダウンロードできます。

ぜひご覧ください。

（冊子）

12月中旬配布開始

ガイドブック周知用のチラシ

２(1) 戸建住宅省エネ･再エネリフォームガイド（住宅政策本部）
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令和7年度第6回分科会

２．省エネ・再エネに係る取組事例紹介
 (2) 再エネを活かしたとどまるマンション

東京都住宅政策本部マンション課
株式会社 辰巳菱機



東京とどまるマンション非常用電源、太陽光発電及びV2X設備導入促進事業

✓ 令和６年度より、在宅避難の継続性を高めることを目的に、給水及びエレベーターの運転のための非常用電源設備への補助を開始。
✓ 本年度からは、新たに給水及びエレベーターの運転のための蓄電池への充電が可能な太陽光発電設備、V2X設備への補助を追加、「とどまるマ

ンション」における在宅避難をより促進

種類 補助率 上限額

非常用電源
発電機 1/2 1,500万円

蓄電池 3/4
1,316万円かつ
18.8万円/kWh

太陽光発電設備 ・
V2X設備

3/4 合計で 3,000万円

●補助の対象者 分譲マンション管理組合、賃貸マンション所有者

※太陽光発電設備及びV2X設備については、蓄電池を設置する場合に限る。

※太陽光発電設備及びV2X設備については、原則としてその両方を設置する場合に限る。

停電時に水の供給及び１基以上のエレベーターの運転を同時又は交互に行える電力
供給に資するもの

●補助の対象となるもの
太陽光発電設備 Ｖ２Ｘ設備非常用電源（蓄電池設備）

非常用電源（発電機設備）

又は

エレベーター
の運転

各住戸への
水の供給

：補助対象

（参考）「東京とどまるマンション」の登録要件

●耐震性あり

●ハード対策 停電時でも、水の供給・エレベーターの運転を行える非常用電源設備が設置されていること。

●ソフト対策 ＜必須事項＞ 防災マニュアルを策定していること。
＜選択事項＞ 年１回以上の防災訓練の実施に取り組んでいること等から１つ選択。

【ポイント】耐震性を有していることを前提に、ハード対策のみ、ソフト対策のみで登録可能

補助対象のイメージ

蓄電池設備のみも可能

非常用電源・
PV/V2Xの詳細

とどまる登録
要件の詳細

第３回分科会
資料再掲



太陽光パネル6.8ｋW

ポ
ン
プ 1F

2F

14F

受電盤

商用電源

100～60％
(通常時使用）

60～20％
(災害時使用）

グリーン電力100％ 蓄電量の設定

蓄電池残量は、省エネ設定可能。

自動切替器
DT60A

19.9×2＝39.8ｋWh

PCS
30ｋW

LPG
発電機
24ｋVA

LPG
２０ℓ×２

50%負荷の時、9.29h
または

燃料電池3kW

独立型グリーン電力

D2X『でんまる君』MiRAi
マルチ運転システム

太陽光パネル(将来)

駐車場

EVカー
充電器
6ｋW

D2X『でんまる君』MiRAi

駐車場

EVカー

充電器
6ｋW

駐車場

太陽光パネル

V2X
10ｋW

EVカー

独立型グリーン電力の紹介
○ 太陽光発電を売電せずに有効に利用するシステム。
○ 系統連系せずに、切替機にて独立電源。
○ D2X『でんまる君』MiRAi PCSマルチ運転システム
○ 蓄電池(20ｋWh以下)を2基設け、電力を蓄える。
○ 蓄電量の設定で、『通常モード』『災害時モード』
○ 『通常モード』 『災害時モード』 ：切替により
    エレベーター/揚水ポンプ/EV充電器/非常コンセント

太陽光発電で、防災電力を確保！！
安心、安全は、みんなの思いです。

辰巳菱機 とどまるマンション
(太陽光発電＋蓄電池設置事例)

マンション外観

D2X『でんまる君』MiRAi(3F設置)

太陽光パネル(屋上設置)

駐車場

EVカー
V2X

10ｋW

太陽光パネル
自動切替時間： 0.04秒
※初期設定: 0.2秒以上の電源断で設定
設定範囲: 停電が継続する検知時間は、

0.2秒～5分

負荷
分電盤
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令和7年度第6回分科会

２．省エネ・再エネに係る取組事例紹介
 (3)地中熱を利用したマンション供給

特定非営利活動法人 地中熱利用促進協会
株式会社 リコシス
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●地中熱ヒートポンプの設置件数推移

環境省 令和6年度地中熱利用状況調査より

●京都議定書(1997年)
以降「地球温暖化」
への関心が高まり、
今世紀に入ってから
増加

●震災後の再エネブー
ムで2013～15年頃に
ピーク

●近年は100件/年程度

●2020年以降、脱炭素
が国の最重要課題の
1つとなる中、関心
は再び高まっている

２． (3)地中熱を利用したマンション供給
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２． (3)地中熱を利用したマンション供給

導入箇所 2013 2023 13年比
戸建住宅 166 24 14%
集合住宅 4 1 25%
庁舎等 19 21 111%
学校 12 6 50%

幼稚園・保育施設 9 4 44%
病院・医療施設 8 2 25%

福祉施設 10 2 20%
事務所 31 22 71%
店舗 25 4 16%

宿泊施設 6 2 33%
温浴施設 1 0 0%

スポーツ施設 0 1
工場 12 5 42%
道路 10 0 0%

農業施設 25 7 28%
実験施設 17 1 6%

地域冷暖房施設 1 0 0%
その他 5 13 260%
計 361 115 32%

地中熱ヒートポンプ導入箇所別累計設置件数 2013年度と2023年度の比較

←2013年頃のピークと
その後の減少の主因

環境省 令和6年度地中熱利用状況調査より

戸建住宅をめぐる
状況の変化

ZEHの推進
住宅性能の向上

（断熱性能の向上）

↓

空調負荷減少
（運転コスト減少）

↓

回収年数が長くなる
経済合理性悪化

⇓
まとまった負荷が生じる
集合住宅への導入を
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【創エネルギー・省エネルギー・エネルギーの見える化など、様々な環境対策】

省エネはもとより、地中熱利用や太陽光発電システムをはじめとする創エネルギーの活用、エネルギーの見える化など、
積極的に環境対策に取り組んでいます。

創エネルギーへの取り組み
地中熱ヒートポンプシステム
地中の熱を、夏季は冷房の放熱・冬季は暖房の採熱源として利用し、
エントランスホールの空調負荷の軽減を実現。

（上記Webサイトより）

首都圏での利用事例

パークシティ武蔵小杉ザグランドウイングタワー
https://www.mitsuifudosan.co.jp/corporate/news/2012/0427/

概要

●2023年度末で42件

●供用部で利用
・エントランスホール ・駐車場融雪 等
※欧米では住居部分での利用も広がっている

●集合住宅での地中熱利用

２． (3)地中熱を利用したマンション供給
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●地中熱利用システム導入マンションの事例（地中熱利用促進協会）

建物名称 LUXENA用賀

建築主 MIRARTHホールディングス株式会社

建築元請 株式会社松村組

ボアホール施工協力 株式会社PEC

地中熱関連コンサルティング 株式会社リコシス

監 修 北海道大学大学院 (葛 准教授)

建築場所 東京都世田谷区用賀4-5-3

敷地面積 1,010.41㎡

延床面積 4,815.75㎡

構造・規模 鉄筋コンクリート造14階建

建物用途 事務所・店舗・共同住宅（84戸）

竣 工 2024年2月

採用内容 地中熱ヒートポンプシステム

賃貸住宅の共用廊下（３～１４階）の空調

助成金 (東京都） 地産地消型再エネ増強プロジェクト(都内設置)                                                              

その他 CASBEE（建築環境総合性能評価システム）

建築-（新築） Ａランク取得

ボアホール
※ダブルＵチューブ

２． (3)地中熱を利用したマンション供給
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●地中熱利用システム導入マンションの事例（地中熱利用促進協会）

事業主の思い

◇ 「サステナブルな環境をデザインする力で、人と地球の未来を幸せにする。」をパーパス（存在意義）として
掲げ、住宅の供給や再生可能エネルギーの開発など、事業を通じたサステナビリティ活動に取り組むことで
社会課題の解決とSDGs達成に貢献し、さまざまなステークホルダーや社会からの信頼を得て、持続的な
発展を目指されています

◇ 「環境に配慮した建物と空間の提供」というグループ方針に即し脱炭素社会の実現に向け、環境性能の
高い建物の開発を推進されています

                                       【環境認証の取得】
・ＺＥＨマンション
・BELS★★★★★
・CASBEE認証

上記事業主の理念に見合うものとして地中熱利用設備を提案し実現に至りました

２． (3)地中熱を利用したマンション供給
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●地中熱利用システム導入マンションの事例（地中熱利用促進協会）

事業実現の背景

◇ SDGsに対する企業の意識の高まり

◇ 太陽光発電以外の再生可能エネルギーとしての地中熱の活用

◇ 関連者相互の連携
    ・北海道大学大学院工学研究院 葛 准教授 （監修）
・株式会社ＰＥＣ （ボアホール）
・株式会社松村組（建築元請）

◇ 東京都の助成金の活用（当時）
 2023年度 地産地消型再エネ増強プロジェクト(都内設置)を活用

・助成対象経費の２/3(中小企業) ・１/2(大企業)
・助成限度額 1億円/件（中小企業）・7500万円/件（大企業）

 （参考 2025年度の内容) 地産地消型再エネ・蓄エネ設備導入促進事業（都内再エネ熱利用設備の場合）
・助成対象経費に対する助成率： 3/4以内(中小企業)・2/3以内(その他)
・助成限度額 ： 2億円

２． (3)地中熱を利用したマンション供給
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ご清聴ありがとうございました
「地中熱」については、令和4年度第1回分科会でも紹介しています。

プラットフォームのサイトにて資料が公開されていますので、併せてご参照下さい。
【連絡協議会等】https://www.syoenesaiene-pf.metro.tokyo.lg.jp/platform/kyogikai.php

事例紹介

〒104-0031
東京都中央区京橋1-1-5 セントラルビル13F TEL：03-6262-6633
https://www.recosys.co.jp/  メール:info@recosys.co.jp

２． (3)地中熱を利用したマンション供給

https://www.recosys.co.jp/
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令和7年度第6回分科会

２．省エネ・再エネに係る取組事例紹介
 (4)マンションの内断熱（リノベーション協議会）
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２． (4)マンションの内断熱

(1)マンションの住戸ごとの断熱性能 （例 築後30年程度の標準的なマンション）

https://aucalc.teijapan.biz/ua-val/calc

https://aucalc.teijapan.biz/ua-val/calc
https://aucalc.teijapan.biz/ua-val/calc
https://aucalc.teijapan.biz/ua-val/calc
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(2)一般的なマンションの内断熱工法

吹付ウレタン除去
下地を平らに！

２． (4)マンションの内断熱
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施工上の課題
①既存の吹付ウレタン等断熱材の除却が
手間
②ボード系の断熱材をコンクリート面に接着
するため、凹凸（2㎜以上／1.83ｍ）が
あると下地処理が必要

対象部位について、コンクリート躯体をスケ
ルトン状態にしたうえで、更新用断熱材を貼
り付ける手間が課題

(3)一般的なマンションの内断熱工法の施工手順

２． (4)マンションの内断熱
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省エネ地域区分6地域
の場合は、A≧450

(4)一般的なマンションの内断熱工法の熱橋対策
                                                           ※6地域で省エネ基準レベルであれば必須ではない

２． (4)マンションの内断熱
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(5) 会員会社が提唱する 面倒な内断熱工法の解決策①
内貼り断熱工法 （特許登録出願中 AIB工法）

① 既存の断熱材、石膏ボー
ドを活用し、内張りを行う

② 既存の断熱材と内貼り
断熱材を有効に効かせるため
に様々な個所に壁体内の連
通性を遮断する措置が必要
特殊な措置が必要

③ 断熱材と石膏ボードが一
体となったものや内窓直下の
構造補強が可能な断熱材と
構造材の合板が一体となって
おり、施工性が向上

２． (4)マンションの内断熱
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(6) 会員会社が提唱する解決策② 二重床の断熱工法 （特許登録出願中 AIB工法）

２． (4)マンションの内断熱
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① マンションの断熱性能を向上させたいが、現状の性能が判らない

② どのように断熱改修すれば、どのように性能が向上するか分からない

③ 断熱性能を向上する場合、概算工事費用が分からない

④ 断熱性能を確認するための細かな図面整備がなくても概算値が知りたい

⑤ 断熱性能、省エネ性能を向上し、販売に活かすための説明ツールが欲しい

外部のサポート体制が重要。

（7）マンション住戸の断熱性能向上改修を進めるための 課題）

２． (4)マンションの内断熱
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（8）一社）リノベーション協議会が進めるエコキューブ

https://www.renovation.or.jp/ecocube/

２． (4)マンションの内断熱

https://www.renovation.or.jp/ecocube/
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令和7年度第6回分科会

２．省エネ・再エネに係る取組事例紹介
(5) 耐震改修と断熱改修を同時に行える工法

 (一社)発泡プラスチック建築技術協会

2025年11月12日開催
構造用合板を用いた 耐震･省エネ同時改修工法
新ＳAT工法/ＳＩＲ工法技術講習会 開催報告

Building Technology Association for Cellular Plastics
Seismic Reinforcement Method Committee by Exterior Insulation 75



柱接合部の低減係数 壁基準耐力(kN/m)

仕口補強構法 改修前 接合部Ⅳ
⇒ 改修後 接合部Ⅱ

－

仕口・筋交い補強構法 ↑ 改修前 1.9⇒改修後 2.4

既存モルタル外壁
耐震改修構法

↑ 改修前 2.2⇒改修後 3.1～3.8

壁基準耐力(kN/m) 壁基準剛性
(kN/rad./m)

等価壁倍率

構造用合板直張工法
(合板t 7.5mm以上) 5.2 860 －

構造用合板直張工法
(合板t 12mm以上) 7.8 1,480 4.0倍

SIR工法
(合板t 9mm以上) 8.0 1,670 6.7倍

新SAT工法(DPA-住技-67-2) SIR工法(DPA-住技-74-1)

新SAT工法の特徴
土台･桁部の既存モルタル外壁を撤去し
通気胴縁で木ズリ板を補強することで耐震改修効果を得る工法

SIR工法の特徴
発泡プラスチック外張り断熱施工時に 土台･桁部の補強材
幅広の通気胴縁(固定ビス2列止め)とすることで耐震改修効果を得る工法
施工断面が新築用防火認定に適合するため基準法違反とならない

Building Technology Association for Cellular Plastics
Seismic Reinforcement Method Committee by Exterior Insulation

一般社団法人 発泡プラスチック建築技術協会
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耐震･省エネ 同時改修工法とは 東京都 省エネ・再エネ住宅推進プラットフォーム
令和７年度 第６回分科会 令和７年11月28日（金）



既存外壁 モルタル層 耐震改修計画
省エネ改修計画 施工手順 概要

外装材 下地 耐力 修復 撤去 新SAT工法 SIR工法

モルタ
ル

木ズリ
板

なし
－

一部
撤去

仕口補強工法 －

充填断熱材の
新設 ･入替

１ 外壁上下端の外装材を撤去
２ 気流止めの設置
３ 合板による接合部補強
４ 防水処置、通気胴縁、外装材の施工
５ 室内側防湿層の設置

筋交 仕口・筋交補強工法 －

なし 損傷
補修

－
耐震改修工法Ⅰ

またはⅡ
－

筋交

外装構造を問わない

なし

－
全面
撤去

－ ○

外張断熱材の新設
あるいは
付加断熱工法の採用

１ 外装材撤去
２ 気流止めの設置
３ 構造用合板施工
４ 外張断熱材、防水措置、通気胴縁、外装材を施
工
５ 付加断熱の場合、室内側防湿層の設置

筋交

なし 仕口補強工法

○

１ 外装材撤去
２ 気流止めの設置
３ 構造用合板施工
４ 接合部補強
５ 外張断熱材、防水措置、通気胴縁、外装材を施
工
６ 付加断熱の場合、室内側防湿層の設置

筋交 仕口･筋交補強工法

Building Technology Association for Cellular Plastics
Seismic Reinforcement Method Committee by Exterior Insulation

一般社団法人 発泡プラスチック建築技術協会
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新SAT工法･SIR工法の組合せ 東京都 省エネ・再エネ住宅推進プラットフォーム
令和７年度 第６回分科会 令和７年11月28日（金）



構造 木造在来軸組構法 2階建て建築地域６地区

築年 1990年（新耐震基準 ･ 旧省エネ 等級2）

延床面積 114.29㎡（1階 64.60㎡、2階 49.69㎡）

屋根仕上げ 鉄板葺き（軽い屋根）

外装 窯業系サイディング（耐力無し）

接合部 短ほぞ差し（接合部Ⅳ）

基礎 鉄筋コンクリート（基礎Ⅰ）

その他 一般（非多雪）地域、軟弱地盤ではない

断熱材
熱伝導率
(W/(m･K))

厚さ(mm) Ua値

天井 A-2 0.05 50

省エネ等級２
1.44

基準値 1.67

壁(充填) A-2 0.05 50

床(根太) A-2 0.05 50

開口
単板ガラス
金属サッシ

Uw=6.51

基礎 無断熱

建設当時は適法な省エネ基準適合住宅

片筋交い 両筋交い

自立循環型住宅設計ガイドライン モデル
(省エネ基準策定モデル)

Building Technology Association for Cellular Plastics
Seismic Reinforcement Method Committee by Exterior Insulation

一般社団法人 発泡プラスチック建築技術協会
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改修効果の検証 対象住宅ﾌﾟﾗﾝ 東京都 省エネ・再エネ住宅推進プラットフォーム
令和７年度 第６回分科会 令和７年11月28日（金）



構造用合板

構造用合板

構造用合板

SIR工法

SIR工法

構造用合板

構造用合板

構造用合板

片筋交い 新SAT適用

Building Technology Association for Cellular Plastics
Seismic Reinforcement Method Committee by Exterior Insulation

一般社団法人 発泡プラスチック建築技術協会
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耐震改修プラン(新SAT/SIR併用) 東京都 省エネ・再エネ住宅推進プラットフォーム
令和７年度 第６回分科会 令和７年11月28日（金）



６地区 既存建物 改修建物

省エネ性能
等級 ２ ４ ５ ６

Ua値 (基準値) 1.438 (1.67) 0.867 (0.87) 0.590 (0.60) 0.442 (0.46)

天井 A-2 50mm D 100mm D 100mm D 150mm

壁
充填 A-2 50mm A-2 50mm C 100mm D 100mm

外張 － D  15mm D  15mm D  30mm

床
根太間 A-2 50mm A-2 50mm D 60mm D  60mm

大引間 － － － D 100mm

開口
Uw=6.51

単板ガラス
金属サッシ

H-3
Low-E複層(A7)

金属サッシ

H-5
Low-E複層(A14)

金属樹脂複合サッシ

H-6
Low-E複層(ガス入A12)

樹脂サッシ

基礎
外気面 無断熱 ← D 布40 水平40-300 D 布40 水平40-300

床下面 無断熱 ← D 布40 水平40-300 D 布40 水平40-300

Building Technology Association for Cellular Plastics
Seismic Reinforcement Method Committee by Exterior Insulation

一般社団法人 発泡プラスチック建築技術協会
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断熱改修プラン 東京都 省エネ・再エネ住宅推進プラットフォーム
令和７年度 第６回分科会 令和７年11月28日（金）

既存断熱材を生かし外張断熱新設と窓の交換を行うことで省エネ基準に適合させることができる
さらに既存断熱材を交換することで誘導基準・省エネ等級６まで適合可能な改修工法といえる

耐震性能、防火性能も適法であることから 既存不適格住宅を
新築同様に最新の確認申請可能な住宅に生まれ変わらせることができる



１．開会挨拶
２．基調講演 北海道発 木造住宅の耐震改修工法開発の経緯

北海学園大学 工学部長 / 建築学科 教授 植松武是
３．新SAT工法について 日本窯業外装材協会
４．SIR工法について 発泡プラスチック建築技術協会
５．新SAT工法とSIR工法を活用した耐震診断例

北海道科学大学 建築学科 准教授 平川 秀樹
６．住宅リフォームローンについて

グリーンリフォームローン、リバース６０について (独法) 住宅金融支援機構
７． 閉会の言葉

Building Technology Association for Cellular Plastics
Seismic Reinforcement Method Committee by Exterior Insulation

一般社団法人 発泡プラスチック建築技術協会
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技術講習会の概要 東京都 省エネ・再エネ住宅推進プラットフォーム
令和７年度 第６回分科会 令和７年11月28日（金）



「国土交通大臣登録 耐震診断資格者講習」「耐震改修技術者講習」修了者
耐震診断・耐震改修設計事務所 447事務所(東京)
耐震改修工事施工事業者 221事業者(東京)

既存住宅状況調査技術者 793名(東京)
東京都 登録設計事務所 1,563事務所(一級、二級、木造)
東京都 登録建設事業者 62,673事業者(29業種)
その他 リフォーム団体会員情報を合体させ名簿を作成

・戸建、木造住宅、リフォームを対象とする設計・施工事業者
・建築工事業、大工工事業 登録事業者
・東京都区部、北関東の事業者

をリストアップし講習会 開催の告知を行う

告知方法
対象エリア：東京区部＋北関東周辺
DM発送 約5,000通
B-CePメルマガ 488通(全国)
新聞掲載 1件

講習会登録者数： 106名
講習会参加者数： 84名

Building Technology Association for Cellular Plastics
Seismic Reinforcement Method Committee by Exterior Insulation

一般社団法人 発泡プラスチック建築技術協会
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講習会 告知方法と開催結果 東京都 省エネ・再エネ住宅推進プラットフォーム
令和７年度 第６回分科会 令和７年11月28日（金）

次回は来年1月末に 東京市部＋南関東を対象に開催予定
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令和７年度第６回分科会

事務連絡

・「知っていますか？エコ住宅体験会」
令和８年１月16～17日開催予定

・第２回連絡協議会
令和８年２月９日、都庁第一庁舎５階大会議場 開催予定

・省エネ・再エネ住宅普及促進セミナー
令和８年２月９日開催予定

・東京都省エネ・再エネ住宅普及促進事業補助金
令和８年２月16日申請締め切り
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